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本講の目的は、現代日本という素材が、政治学の中の比較政治経済や国際政治経済の理解の深化にどのような貢献をもたらしうるかを考えることにある。特に、通常「経済の国際化」と称される、国際経済の変動が、日本を含めた先進諸国の国内政策および対外政策をどう変化させ、その結果、どのような国内政治変動と国際的政策レジームを形成させるかを考察する。そのことを通して、先進諸国比較の中の日本の特徴を明らかにする。

　本講は講議とゼミ形式を組み合わせ、参加者は教材を読んでいることを前提する。教材の内容の確認と教材の関連づけは当方である程度議論を誘導したり、補足説明をしたりするようなろうが、教材に関する積極的で自由な討論への参加を奨励することには変わりがない。

　単位認定は (1) 毎回のゼミ出席とその際の論文要旨発表と(2) テークホーム試験による。教材は当方でマスターコピーを作成する。また、特にオフィスアワーを設けないが、相談のある人はメールでアポイントメントをとっていただきたい。
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